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The 2004 Indian Ocean Tsunami devastated coastal areas in Banda Aceh, 
Indonesia.  Ulee Lheue, a coastal village called the ground zero of the 
tsunami, has attracted migrants, as well as heirs of tsunami victims, and has 
become a crowded village again.  This paper discusses reasons why people 
came to live in a village once completely washed away by the 2004 Indian 
Ocean Tsunami.  In particular, I will argue how villagers have recognized, or 
suppressed, a risk of tsunami through an analysis of their responses to  
earthquakes and recognizing peril.      
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１．はじめに 




＊ 本学教授、文化人類学（Cultural Anthropology）  
が死亡・行方不明になっている。この村は、被災直後から危険地帯(zona bahaya)として、
民間人の住居建設が禁止されてきた。しかし、生き残った村民たちの強い要望により、ド
イツの NGO が、ウレレを構成する 4 集落の内 2 集落に、復興住宅の建設を始めることにし























ンドネシアである。死者 126,602 名、行方不明者 93,638 名 3)と東日本大震災の 10 倍もの死
者・行方不明者を出したのであった。中でも津波を引き起こした地震の震源地に近い、ス
マトラ島のアチェ州の被害は深刻であった。インドネシアの死者・行方不明者のほとんど




























務員が約 27％、商業世帯が約 18％と続く。津波前、2002 年の人口は、3354 人を数えてい












 図１ 2004 年 6 月（被災前）のウレレ 出典：Google Earth 
 
1)被災後 2 か月 
被災後 2 か月ほどでウレレに来た人たちは、援助で得たテントを張ったり、キオスクを
造ってそこで生活していた。彼らの中には、ウレレで被災した人も含まれたが、全く外部
からやってきた人たちもいた。例えば、バパ A（仮名）である。バパ A は、次の様に述べ
る。「ウレレの住民が全滅したから、その代わりにと思って、2005 年にウレレに来た。そ


































から戻った人もいた。例えば、イブ H（仮名）である。イブ H は、60 代の主婦で、現在は、
トゥンギリの先祖代々の土地に建てた復興住宅に住む。彼女は 6 人の子供の内 4 人と夫を
津波で失った。復興住宅には、娘夫婦とその子供たちと住む。隣に建てられた復興住宅に
は、息子の家族が住んでいた。 

















識していた。仮設住宅は、ウレレ全体で 5 棟できた。 
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